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1 は し が き

米の生産過剰対策としての水田利用再編により,水田で

の飼料作物の栽培面積が増加し,昭和54年には東北全体の

転換面積 (62,219h8)の 約 42%に飼料作物が作付された。

しかし,これらの転換畑には基盤整備が不十分で,地下水

位の高い湿潤地,降雨後の排水不良地 ,隣接水田からの横

浸透による湿潤地があり,湿害を受けて生育の不良な所も

ある。このような地帯では耐湿性の強い草種の選定が重要

となる。オオクサキビは耐湿性が強く,湿潤地でも栽培が

表 1試 験 方 法

3 試験結果 と考察

オオクサ■ビはヒエに比べて種子が小さく,初期生育が

緩慢なので移植時期を約 2週間遅くした。移植後の活着及

びその後の生育は両草種とも比較的順調であった。また ,

直播した地下水位 10"と仝 50"区の発芽は良好で,播種

9日 目に発芽期となり,草種間差がみられなかった。

図 1に草丈の推移を示 した。この図にみられるように ,

ォオクサキビの草丈は各処理区ともヒエに比べて低く推移

した。これはオオクサキどの生青初期の伸長が緩慢なこと

が原因している。すなわち,草丈の日伸長量はオオクサキ

ピがヒエに比べて 6月 中旬まで劣り, 6月 下旬から7月 上

旬で大差なく,7月 中旬以降ではやや勝る傾向がみられた。

処理区間での草丈は両草種 とも湛水移植区が最も高 く,次

可能とされているので,湛水や地下水位の異なる条件下で,

当地帯で広く栽培されているヒエと生育や収量を比較し,

耐湿性草種導入上の基礎資料を得ようとした。

2 試 験 方 法

試験の方法は表 1に示した。オオクサキビは前報と同様

の方法で休眠覚醒した種子を用いた。移植苗は5月 2日 ポ

ットに播種し,硝子室で育成した。試験はコンクリート製

の 17角 ,深 さ132の地下水位調節枠を用い, 2反覆で

昭54年に行い,調査は前報と同様にした。

いで地下水位10m区 ,仝 50翻 区の順に推移した。 しか
し, ヒエの場合は収穫期頃に地下水位 10"区と仝 50m区

間の差がなくなった。また,オ オクサキどの 1番刈後の再
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生草丈は地 下水位 10"区が高く,湛水移植区,地 下水位  キビはヒエに比べて生草収量は多いが,乾物率が低いため
50"区の順となった。このように両草種とも湛水や地下水  年間乾物収量では地下水位 10″区をのぞけば大差がなか
位の高い条件で草丈の伸長が良好であり,このことからも  った。なお,オオグサキピはヒエに比べて葉身比率が高く,
耐湿性の強いことがうかがわれた。しかし,湛水移植区は  欅が中空で比較的軟かいことが特徴的であった。
7月 上旬に,ヒ エの地下水位 10m区は 7月 下旬にそれぞ   表 3に収穫物の成分含有率を示した。オオクサキビの 1
れ葉色が淡緑となり,肥料不足の状態となった。湛水移植  番草の三要素含有率が全般に高くなった。これは節間伸長
区は 7月 上旬の窒素肥料の追肥によってはぼ回復した。   茎のない状態で刈取られたことによるものと思われた。処
表 2に収穫物調査の結果を示した。枠試験で周辺効果が  理区間では両草種ともNや K20含有率が湛水や地下水位    ,
大きいため,収量OFe対値をそのまま実収量とみることは  10"区 で低下し,と くに,オオクサキピの 1番草のN03~N
適当でない。そこで,生草及び乾物収量の処理区間差を比  含有率でその傾向が顕著にみられた。しかし,乾物率では
較すると,年間でオオクサキビは湛水移植区が最も多く,  表 2にみられるように土壌水分の多い区ほど高くなった。    ・
地下水位 10"区 と仝50"区間には大差がなかった。ヒエ  なお.ォ ォクサ■ビのK/(03+18)比はヒエに比べて明
の場合もほぼ同傾向であったが,生青の後期で養分不足と  らかに高く, ミネラルバランスの点でも検討を要するよう
みられた地下水位 10“区の収量が劣った。また,オオクサ  に思われた。

表 2 収穫時の生育及び収量
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表 3 収穫物の成分含有率 (乾物 %)
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